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■　連立不等式の文章問題（教科書 p115）

例題 8 長さ 28 cmの針金を折り曲げて長方形の枠を作り、その
面積を 48 cm2 以上にしたい。長方形の横の長さを縦の
長さ以上とするとき、縦の長さをどのような範囲にすれ
ばよいか。 (14− x) cm

x cm

解答 ぐるっと一周で 28 cm なので 縦 +横 = 14 cm になる。だから縦の長さを x cm とすれば横の長さは
(14− x) cmになる。
長さ > 0だし、横の長さ = 縦の長さにしなければならないので

x > 0 , 14− x = x

x > 0 , −2x = −14

x > 0 , x 5 7

まとめると 0 < x 5 7 ……③

次に、面積を 48 cm2 以上にしたいと問題に書かれている。長方形の面積は縦×横なので

x (14− x) = 48

14x− x2 = 48

−x2 + 14x− 48 = 0

x2 − 14x+ 48 5 0

(x− 6)(x− 8) 5 0

6 5 x 5 8 ……④

③ と ④の重なる範囲は

x0 76 8

③
④

答 6 cm以上 7 cm以下

数学プリント#42（その 5）1 5 cm 以上 6 cm 以下

1 周の長さが 36 cmで、面積が 65 cm2 以上の長方形を作りたい。横の長さを縦の長さの 2倍以上にす
るとき、縦の長さをどのような範囲にすればよいか。


